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リュウコツ 1 

基原の項を次のように改める． 2 
 3 
本品は大型ほ乳動物の化石化した骨で，主として炭酸カルシウムからなる． 4 

 本品のうち，エキス剤又は浸剤・煎剤に用いるものについてはその旨表示する． 5 

純度試験（２） ヒ素の項を次のように改める． 6 

純度試験  7 
（２） ヒ素〈1.11〉 本品の粉末 0.20 g をとり，第 2 法により検液を調製し，試験を行う（10 ppm 以下）． 8 
なお，エキス剤又は浸剤・煎剤に使用する，と表示するものについての操作法及び限度値は次のとおりとする． 9 

 本品の粉末 4.0 g を遠心沈殿管にとり，水 30 mL を加えて，水浴中で時々振り混ぜながら，液量が約 15 mL にな10 
るまで加熱する．冷後，遠心分離し，上澄液を検液とし，試験を行う（0.5 ppm 以下）． 11 
 12 


